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日

集

結日

編

印

(題字:梨本f白月先生害)

正

期

満

了

に

伴

う

大

洗

司

議

ム

椴

選

挙

ガ
¥
去
る
叩
月
刊
山
田
(
臼
)
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

今
回
は
¥
議
員
定
数

2
名
削
減
後
の
初
め
て
の
選

挙
で

¥
2名
の
選
良
ガ
選
ば
れ
ま
し
た
ガ
¥
現
在
、

大
き
な
愛
革
期
を
迎
え
て
い
る
私
だ
ち
の
郷
土
を
¥

よ
り
畏
く
発
展
さ
せ
る
疋
め
の
町
政
に
対
す
る
¥
由

民
の
皆
さ
ん
の
強
い
参
加
意
識
ガ
皮
映
さ
れ
¥
投
票

率
も
部
%
と
い
う
高
率
を
示
し
ま
し
疋
。

投
票
日
の
模
様
を
数
字
で
み
ま
す
と
択
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

選
挙
当
日
の
有
権
者
の
数

男
七
、
六

O
七

人

女

八

¥
O八
六
人

山
百
六
九
一
一

男

一
一
五
三
人
女
七
、
一
一
一
七
人

計
二
二
¥
呂
九

O
人

投

票

率男

二
・
五
二
%

女
八
八
・
二
六
%

計
八
五
・
九
六
%

投
票
総
数
一
、
四
九

O
票

右
同
効
投
票
一
¥
四
一
一
二
票

無

効

投

票

七

七

票

皆
さ
ん
の
総
意
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
こ
こ
に

ご
紹
介
す
る
方
々
が
栄
冠
を
か
ち
得
て
¥
こ
れ
か

ら
の

4
年
間
(
議
員
の
缶
期

l
昭
和
位
年
什
再

3

日
か
ら
昭
和
前
年
刊
同

2
日
ま
で
)
を
私
だ
ち
の

代
表
と
し
て
¥
町
政
の
発
震
に
局
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
だ
。

投
票
人
員

-aaa

穴
灘
朝
議
議
議
題

選
撃
に
よ
器

出
一
一
選
番

(
ね
歳
)
無
所
属

会
社
役
員

2
期

(
鉛
歳
)
無
所
属

会
社
役
員

3
期

亨
〈
ね
歳
)
無
所
属

水
産
食
品
製
造
業

2
期

小
松
崎
七
郎
〈
日
歳
)
無
所
属

無

職

5
期

(
M
歳
)
無
所
属

会
社
社
長
4
期

(
臼
歳
)
無
所
属

会
社
役
員
4
期

(
必
歳
)
無
所
属

印

刷

業

3
期

(
将
歳
)
無
所
属

食
料
品
小
売
業

3
期

(
灯
歳
)
公
明
党

会

社

員

l

期

(
四
四
歳
)
無
所
属

漁

業

3
期

(
日
歳
)
無
所
属

農

業

i
期

(
臼
歳
)
無
所
属

旅

館

業

4
期

(
臼
歳
)
公
明
党

雑

貨

商

4
期

(
幻
歳
)
日
本
共
産
党

無

職

4
期

(
お
歳
)
無
所
属

学
習
塾
経
営

2
期

(ω
歳
)
無
所
属

養

鶏

業

4
期

(
臼
歳
)
無
所
属

農

業

8
期

(
倒
歳
)
無
所
属

無

職

4
期

(
花
歳
)
無
所
属

農

業

6
期

(
日
歳
)
無
所
属

歯
科
疾
一
部

4
期

(
約
歳
)
無
所
属

貸

家

業

!

期

(
幻
歳
)
無
所
属

会
社
社
長

3
期

田
山
東
湖

出
口
一
ニ
代
秀

佐
久
間

和

田

俊

雄

坂

本

忠

石
田
和
田
町

渡
辺

小

堀

行

広

小
松
崎
七
之
介

清
宮

小
沼
幸
一
郎

大
震
わ
く
り

井

上

町

子

清

水

光

正

イ安
藤

菅
原

問

中

重

雄

君Z
司

鈴

木

久

雄

秋

山

博

司

大

塚

敏

郎 明正栄5$ 業

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

時
民
千
百
五
十
名
げ
か
参
加

交
通
安
全
歩
行
。
ハ
レ
ー
ド
行
わ
れ
る

た
歩
行
パ
レ
ー
ド
に
は
、
町
内
の
保

育
所
・
小
中
学
校
・
各
種
団
体
・
事

業
所
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
、
一
五

O
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
文
化

セ
ン
タ

i
前
か
ら
大
貫
旧
サ
ン
ワ
電

器
下
海
岸
ま
で
、
一
、
六
O
O米
の

道
の
り
を
行
進
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

に
主
旨
の
普
及
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
輪
業
組
合
(
古
沢
組

合
長
)
で
は
、
中
学
校
の
自
転
車
通

学
生
を
対
象
と
し
て
、
無
料
点
検
と

整
備
を
行
い
、
交
通
安
全
協
会
大
洗

支
部
(
小
橋
支
部
長
)
で
は
、
交
通

事
故
に
よ
る
死
亡
者
ゼ
ロ
を
重
点

g

標
と
し
て
、
夜
間
も
街
頭
立
哨
指
導

を
笑
施
し
ま
し
た
。

去
る
9
月
出
日
か
ら
9
月
初
日

ま
で
の
日
日
間
、
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
」

を
重
点
目
標
と
し
た
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
当
前
で
は
、
こ
の
期
間
中
「
交

通
事
故
ゼ
ロ
の
日
」
や
「
ヘ
ル
メ

ッ
ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い

着
用
推
進
」
の
街
頭
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、
チ
ラ
シ
や
マ
ス
コ
ッ
ト
等

を
配
り
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
た
の
を
は
じ
め
、
中
期
十
輔
パ
レ

ー
ド
・
歩
行
パ
レ
ー
ド
等
の
諸
行

事
を
行
な
い
ま
し
た
。
特
に
、
運

動
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
行
わ
れ
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一般会計をはじめ 7つの特別会計を含む、

金他者難途
去る 9月21日から 9月24日 ま で の 4日間、第3回大洗町定例議会が開催され、

昭和61年度の決算が原案どおり認定 さ れ ま し た 。

。賜政の

千円 % 
39，525 (0.8) 

9，793 (0.2) 

5，印1(0.1) 

19，000 (0.4) 

千円 % 
地方議与税 32，697 (0.7) 
娯楽施設利用税交付金 43，855 (0.9) 

自動車取得税交付金 23，176 (0.5) 
交通安全対策特別交付金 3，558 (0.1) 

使用料及ぴ手数料 7，393 (0.2) 
淘庫支 出金 7，770 (0.2) 
県支出金 667 (ー)

寄附金 25，230 (0.5) 
繰入金 31，161(0ι) 

繰 越金 29，465(0.6) 

諸 収入 17，998 (0.4) 

金

入

金

金

担唄

収
仰

い

附

越

金

獲

加
担分

財

寄

繰

/
I
l
l
1
J
l
l
i
-
-
、

「
3
3
1
1
1
1

if-
』 ー ーー一一ー一山崎J I 

、 1、
」一一一叩向山由町一ー但凶一_，

〔競

農林水産業費
問 248，472千円

、、詳tJI'" (5.4%) 

一商工費
71，964千円(1.6%)

災害復旧費

諸支出金

2，635千円 (0.1%)
31， 526千円 (0.6%);-一一一議会費

:..___ 99，314千円 (2.1%)

土木費

1，655，026千円

(35.6%) 

出〕〔歳

(単位:千円)

決 算 在貢 翌年度へ
実 質

iヱ〉ミ、 言十 名 最終予算額 歳 入 (A) 歳 出 (B) 差 51 繰越すべ

金 害買 収入率 金 害夏 執行率 (A)ー(B) き財 i際 収支額

国民健康保険特別会計 1，334，911 1，288，854 96.5 1，159，794 86.9 129，060 129，060 

収益的 ((収入))337，582 324，295 96.1 298，757 88.7 25，538 25，538 
支出 336，980 

水道事業会計
((収入))137，925 資本的
支出 243，514 

124，051 89.9 215，690 88.6 ム91，639 ム91，639

地方卸売市場冷凍 収益的 ((収入)) 65，262 61，169 93.7 49，245 81.8 11，924 11，924 
支出 60，173 

冷蔵事業会計
資本的 (支出) 5，089 3，388 可36.6 ム3，388 ム3，388

老人保健特別会計 859，270 805，392 93.7 821，253 95.6 ム15，861 ム15，861
(線上充用金)

桜道土地区画整理事業会計 405，128 62，798 15.5 60，938 15.0 1，860 1，860 

/];: 平 委 Eヨ Z土E』 6，180 6，093 98.6 5，571 90.1 522 522 

サイクリングターミナル特別会計 18，239 16，480 90.4 15，670 85.9 810 810 

財産収入 236，861子円
(4.9%) 

地方交付税 458，393千円
(9.6%) 

特別会計の決算状況

大震地区集会所建設事業は、昭和61年度原子力施設

周辺環境整備事業費補助金により整備致しました。

主
な
建
設
事
業
(
一
般
会
計
)

。
原
子
力
広
報
安
全
等
対
策
事
業

七
九
一
一
一
千
円

。
大
賞
地
区
集
会
所
建
設
事
業
・
:
ニ
八
、
二
九

O
子
円

鉄
骨
一
平
家
建
二
ハ
六
・
七
一
一
M

O
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

四
九
二
千
円

漁
呉
念
療
4
棟
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

O
松
川
漁
港
局
部
改
良
事
業
・
:
・
・
一
一
一
一
、
四
四
O
千
円

護
岸
・
防
波
堤
・
物
揚
場
工
事

。
町
道
整
備
事
業
:
:
・
・
:
:
・
:
一
六
七
、
七
五
六
千
円

舗
装
及
び
排
水
笠
備
事
業

。
大
洗
港
建
設
事
業
:
:
・

j
i
-
-
-
六
六
、
一
一
一
七
八
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

O
都
市
計
画
街
路
事
業
-
-
j
i
-
-
:
四
九
、

0
0
0千
円

繰
越
明
一
批
判
二
九
、
六
六
一
千
円

(
未
収
特
財
一
四
、
八
一
一
一

O
千
円
)

O
摺
渇
川
第
ニ
幹
線
流
末
排
水
工
事

:
一
二
、
ニ

O
O千
円

。
桜
道
土
地
医
画
繋
理
事
業
・
・
二
七
七
、
四
一
二
八
千
円

繰
越
明
許
二

O
六、

0
0
0千
円

(
未
収
特
時
間
一
八
一
二
、

0
0
0千
円
)

O
東
浜
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
・
一
七
六
、
一
ニ
九
ニ
千
円

中
層
耐
火
構
造
3
階
建

第
一
種
目
一
戸
、
第
二
種
目
戸

O
総
合
運
動
公
盟
建
設
事
業
・
:
九
五
七
、
六
六
六
千
円

繰
越
明
詐
五

O
、
五
一
一
千
円

O
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

l
購
入
費

・
・
・
:
・
二
、
八
九

O
千
円

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

l

中
学
校
日
台

。
災
害
復
旧
費
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
二
、
一
五
千
円

清
瀬
地
区
農
道
復
旧
工
事

}函沼)11第二幹線流末排水事業は簡易保険、郵便年金

積立金融資を受けています。

生死職場 他 i長子書官主竪
ども の

カE

翌のた日 康保健険 へ転出し 失 が生れま 康保健検 転か入ら 入 、

σ3 グ〉l土日』こ Tこ た やをし
じ カ入Eの臼 と なく 日 て と
め めき
た し翌 き

Jコ たた e 日 た日 すこ 日日
ヨ主 日
臼

E力H、力lo'n、力lo'n、力lo'n、 印印印印
台、台、力、力、

んんんん 持 んんんん 持、、、、

証イ険呆 証f倹呆 保菌、 証保険
参

E母、 や耳め 書明

参

す す

死保健: 、る る

亡の も

子健聖帳 証書た

も

証明 イ証R呆会 グ〉 σ〉

前
記
以
外
に
も
、
転
居
、
世
帯
の
合

併
・
分
離
な
ど
も
印
鑑
、
保
険
証
が

必要。
O
保
険
証
の
交
付
に
は

災
筈
や
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に

保
険
税
を
納
め
な
い
世
帯
に
は
次
の

よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

一
、
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
代
り

に
「
被
保
険
者
資
格
一
証
明
書
」
を
交

付
し
ま
す
。
こ
れ
で
診
療
を
受
け
て

下
き
い
。

ニ
、
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
い
ち
お
う

自
費
で
全
額
を
払
っ
て
下
さ
い
。
後

で
国
保
か
ら
、
あ
な
た
が
支
払
っ
た

七
割
相
当
の
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

三
、
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
滞
納

し
て
い
る
世
帯
に
は
給
付
の
全
部
或

は
一
部
を
二
時
差
し
止
め
又
は
財
産

の
差
し
押
え
等
の
処
分
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

回
、
滞
納
し
て
い
る
保
険
税
が
完
納

さ
れ
た
場
合
や
、
滞
納
額
が
著
し
く

少
な
く
な
っ
た
時
、
又
は
特
別
の
事

由
が
発
生
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
改
め
て
保
険
誌
を
交
付
長
注
す
。

i
d
僚や

国
保
だ
よ
り

わ
が
国
は
、
国
民
一
皆
保
険
で
職
場

(
会
社
等
)
の
健
康
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

以
外
は
、
す
べ
て
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
は
世
帯
単
位
で
加
入
し
保
険

o
こ
ん
な
詩
に
は
届
出
在

の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
者
は
す
べ
て
被

保
険
者
で
す
。

し
た
が
っ
て
転
入
、
転
出
、
社
会
保

険
な
ど
の
資
格
が
無
く
な
っ
た
と
き
、

又
は
加
入
し
た
と
き
な
ど
届
け
は
平
く

し
て
下
さ
い
。
保
険
税
は
事
由
の
発
生

し
た
日
ま
で
遡
の
ぼ
り
ま
す
。

病
院
等
の
窓
口
で
皆
さ
ん
が
支
払
う

一
ニ
割
の
負
担
分
も
最
近
は
け
つ
こ
う
多

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
素
の
健
康

管
理
に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
、
ひ
い
て

は
、
保
険
税
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
衣
・
食
・
住
・
遊
が
テ
レ
ビ

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
流
さ
れ
て
い
ま
す

が
衣
・
食
・
住
・
遊
・
健
(
康
)
と
し
た

い
で
す
ね
:
:
:
。

O
保

検

税

十
一
月
は
保
険
税
四
期
が
出
ま
す
。

三
期
分
を
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
、
至

急
納
付
し
て
下
さ
い
。
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画室館の夜景に感動

者北海道の擁"喜子
満喫

" 

t"' 

去
る
7
月
の
新
造
船
「
ニ
ュ

l
ば
る

な
」
就
航
を
記
念
し
て
、
東
日
本
フ
ェ

リ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
在
住
の

高
年
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

9
月

m

a

j
刊
月

2
B
の
4
泊
5
臼
の
日
程
で

敬
老
北
海
道
の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
い
ず
れ
も
町
内
在
住
の
高

年
者
ク
ラ
ブ
会
員
と
一
般
参
加
者
(
何

歳
以
上
)
の
方
々
を
含
む
一
八
五
名
で

らあおお

右
よ
り
沼
崎
君
・
星
野
君
・
杉
山
君

(3)第191号

こ
の
た
び
茨
城
県
理
科
作
品
展
中
央

地
区
展
が
水
戸
市
立
浜
田
小
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
大
震
小
学
校
六
年
生

が
出
品
し
た
カ
ニ
の
観
察
が
入
賞
し
、

「
銀
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
「
大
洗
町
近
辺
で
観
察

さ
れ
る
カ
ニ
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
摺

す。
旅
行
中
は
大
変
良
い
天
候
に
恵
ま

れ
、
十
一
の
泉
質
の
違
う
温
泉
を
も
っ

登
別
温
泉
を
第
一
夜
に
、
翌
日
は
大
沼
・

小
沼
公
菌
、
坂
道
の
多
い
細
長
い
街
に

非
固
な
が
ら
の
市
電
が
走
り
、
教
会
の
尖

塔
に
異
国
情
絡
が
あ
ふ
れ
る
商
館
の

町
。
謡
館
山
か
ら
眺
め
る
一

O
O万
ド

ル
の
夜
景
は
見
事
で
、
ま
る
で
宝
石
を

潟
、
調
沼
川
、
大
洗
海
岸
に
生
息
す
る

カ
ニ
八
種
類
(
掴
沼
間
種
、
海
岸
田
種
)

の
観
察
と
習
性
を
研
究
し
襟
本
、
写
真

解
説
を
く
わ
え
た
立
派
な
作
品
で
す
。

ま
た
、
向
校
六
年
気
象
観
測
ク
ラ
ブ

が
出
品
し
た
作
品
は
「
大
洗
の
夏
の
天

気
の
特
色
」
と
題
し
、
水
戸
市
と
大
洗

の
気
象
状
況
を
六
月
1
八
月
の
士
一
ヵ
月

に
わ
た
っ
て
毎
日
時
比
較
観
測
を
続
け

研
究
し
ま
し
た
。
「
大
洗
の
夏
は
、
昼

は
水
一
戸
よ
り
涼
し
い
が
夜
は
逆
に
暑
く

な
る
時
も
あ
る
」
「
海
霧
の
発
生
原
因

と
気
温
の
変
化
」
「
い
ぬ
い
(
北
西
)

か
ん
だ
ち
(
時
一
回
)
、
て
り
の
も
と
(
晴

れ
)
な
ど
漁
輔
さ
ん
の
智
恵
を
勉
強
し

た
立
派
な
作
品
で
す
。

今
回
の
中
央
地
区
展
に
出
品
し
た
皆

さ
ん
遠
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
銀
賞
大
賞
小
学
校
カ
ニ
ク
ラ
ブ

六
年
杉
山
充
、
田
崎
敦
大
、

星
野
勇
一

ち
り
ば
め
た
よ
う
な
ま
ば
ゆ
い
程
の
美

し
き
に
、
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

湯
の
川
川
温
泉
で
は
町
長
と
合
流
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
有
志
の
方
々
の
唄
と
踊
り

に
皆
さ
ん
は
交
流
を
深
め
、
翌
四
日

目
、
洞
爺
湖
の
遊
覧
船
か
ら
優
雅
な
蝦

夷
富
士
(
羊
蹄
山
)
を
眺
め
、
神
秘
的

な
青
く
美
し
い
湖
預
に
迫
る
原
生
林

に
、
時
々
、
蝦
夷
鹿
が
姿
を
み
せ
る
そ

の
様
は
、
心
な
ご
む
気
持
で
し
た
。

片
道
二
十
時
間
の
船
旅
は
多
少
の
船

酔
は
あ
り
ま
し
た
が
、
び
っ
く
り
す
る

程
の
老
人
パ
け

l
で
北
海
の
旅
情
を
満

喫
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に
、
こ
の
旅
に
参
加
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
看
護
婦
き
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
三
名
の
方
々
に
は
、
大
変

御
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
L
た。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ス

遊

楽

し

む

去
る
日
月
刊
日
体
育
の
臼
、
大
賞
前

田
胤
下
大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
第

4
囲
町
民
テ
ニ
ス
大
会
が
大
洗
町
体
育

協
会
、
主
催
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、
町
内
の
職
場
や
同
好

会
で
テ
ニ
ス
を
愛
好
し
て
い
る
皆
さ
ん

が
テ
ニ
ス
を
通
し
て
親
躍
を
は
か
り
、

地
域
に
住
む
人
達
と
の
連
帯
を
深
め
る

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
の
競
技
方
法
は
、
男
・
女
と
も

ダ
ブ
ル
ス
で
6
ゲ
l
ム
・
マ
ッ
チ
で
行

わ
れ
男
子
の
部
同
組
(
羽
名
)
・
女
子
の

部
8
組
(
同
名
)
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
i
ラ
ス
の
大
御
所
と
し
て
知
ら
れ
、

ま
た
、
パ
ク
・
マ
ン
ガ
・
ゲ
タ
・
ゾ
ー

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
ダ

l
ク
・
ダ

ツ
ク
ス
が
去
る
十
月
四
日
に
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

結
成
以
来
三
十
六
年
間
四
人
全
員
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
日
本

は
も
と
よ
り
世
界
各
留
を
巡
り
、
た
く

「
大
洗
町
近
辺
で
観
察
さ
れ
る
カ
ニ
に

つ
い
て
」
|
樹
沼
、
摺
清
川
、
大
洗
海

岸
及
び
そ
の
周
辺
の
カ
ニ
の
分
布

i

O
入
賞
大
賞
小
気
象
観
測
ク
ラ
ブ

六
年
鈴
木
祭
文
、
足
利
谷
寛
、

長
谷
川
良
祐
、
秋
山
阜
、
川
上
由
美

子
、
米
川
弘
育
、
関
根
香
織

「
大
洗
町
の
一
度
の
天
気
の
特
色
に
つ
い

て」

i
水
一
戸
市
の
気
象
と
比
較
し
て

l

o入
賞
磯
浜
小
三
年
沖
津
信
一

「
糸
で
ん
わ
の
く
ふ
う
」
同
校
四
年

川
上
由
利
子
「
カ
ビ
の
育
ち
方
」

祝
町
小
一
年
間
山
み
ち
こ
「
た
ま

ご
の
じ
っ
け
ん
」
同
校
三
年
村
井

政
利
「
へ
ち
ま
の
か
ん
さ
つ
」
同
校

四
年
鈴
木
千
絵
「
月
の
か
ん
さ
つ
L

笈
夏
海
小
四
年
沼
口
籾
世
「
き
の
こ

の
観
察
」

さ
ん
の
歎
を
歌
い
ま
く
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
中
間
に
解

説
を
入
れ
な
が
ら
「
銀
色
の
遊
」
を
皮

切
り
に
北
上
夜
曲
、
童
話
な
ど
十
五
曲

を
披
露
し
、
会
場
全
員
の
ア
ン
コ
ー
ル

拍
子
に
よ
り
ロ
シ
ア
民
謡
を
メ
ド
レ
ー

で
歌
い
大
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
昼
夜

の
二
回
公
演
で
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
し
た
が
、
釘
民
は
も
と
よ
り
近
擁
市

町
村
か
ら
か
け
つ
け
た
フ
ァ
ン
を
魅
了

さ
せ
、
夜
遅
く
帰
京
し
ま
し
た
。

当
日
は
体
育
の
日
と
あ
っ
て
家
族
・

友
達
速
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
く
、
試
合

ご
と
に
熱
い
声
援
が
お
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
。大

会
終
了
後
、
早
速
コ
!
ト
上
で
上

位
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
男
子
の
部
〕

優
勝
落
合
康
明
・
加
部
東
正
幸
組

準
優
勝
大
友
昭
敏
・
本
営
一
清
文
組

3

位
芝
沼
行
男
・
米
川
実
組

〔
女
子
の
部
〕

優
勝
藤
枝
荒
田
葉
子
・
谷
島
知
子
組

官官周包園陸門司包雷@冨』習す①
[P~忌申告 ffi~ 怯口包宙ヘ』

さき年から r119番の日」ガ設定されましだ。

これは、自治体消妨発足40閏年を機に、住民の消防全般に対する正しい理解と認識を深めるために

設けられだものです。

準
優
勝

3

位

前
多
み
き
・
黒
羽
千
代
子
組

高
橋
裕
子
・
渡
辺
京
子
級

-
噌
園
田
町
田
昌
ω
轟
錯
し
か
た

消
紡
箸
へ
通
報
す
る
と
き
は
、
あ
わ

て
ず
正
確
な
住
所
を
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。
消
防
隊
が
到
着
し
た
ら
、
案
内
す

る
人
を
出
し
て
、
い
ち
早
く
現
場
へ
誘

導
す
る
よ
う
に
す
る
。

@火事と救急の区別

「火事で、す」

。目標

'00蕗庖附近てす」

県
理
科
作
品
中
央
地
区
展

銀
賞
「
カ
ニ
の
観
察
」

大
貫
小
六
年
生

@住所

'00町00番池〈氏名〉ですJ

@燃えているもの

'1主宅の台所が燃えていますJ

、(

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金
か

受
け
ら
れ
ま
す

国
民
年
金
制
度
は
、
加
入
者
が
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
不
慮
の
事
故
や

病
気
で
障
答
者
に
な
っ
た
と
き
、
及

び
母
子
家
庭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
な
ど
に
基
礎
年
金
を
支
給
し
、
あ

な
た
や
家
族
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

基
礎
年
金
は
、
老
齢
・
樟
害
・
遺

族
基
礎
年
金
の
三
種
類
が
あ
り
、
次

の
よ
、
つ
な
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

.
・
・
老
齢
基
礎
年
金

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十

年
間
、
全
期
間
の
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
六
二
六
、
五

O
O円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
納
付
済
期
間
が

四
十
年
に
不
足
す
る
場
合
は
、
不
足

す
る
期
間
に
応
じ
て
減
額
き
れ
ま

す。
た
だ
し
、
由
民
年
金
制
度
が
発
足

し
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

で
す
か
ら
、
そ
の
と
き
ニ
十
歳
以
上

の
人
(
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
)
は
、
六
十
歳
に
達

す
る
ま
で
の
間
に
四
十
年
の
加
入
期

聞
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
(
加

入
可
能
年
数
)
に
つ
い
て
す
べ
て
の

保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は

六
二
六
、
五
O
O円
の
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

納
付
月
数
が
そ
れ
よ
り
も
不
足
す

る
場
合
は
、
不
足
す
る
期
間
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。

O
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
:
:
:

樟
害
纂
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
初
診
日
が
あ
る
病
気
・
け
が
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
で
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失

し
た
あ
と
で
も
、
六
十
五
歳
ま
で
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
・
け
が
で
磁
答
者
に

な
っ
た
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期

間
を
合
算
し
て
三
分
の
ニ
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
(
初
診
日
が
昭
和
七

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
あ
る
と

き
は
、
直
近
の
一
年
間
に
滞
納
が
な
け

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
)

年
金
額
:
:
:
一
級
七
八
一
一
一
、
一

O

O
円

二
級
六
二
六
、
五

O

。
円

子
の
加
算
額
・
・
・
・
・
・
受
給
者
に
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
る
十
八
歳
未
満
の
子

(
障
害
の
子
は
二
十
歳
未
満
)
が
い

る
と
き
は
、
子
の
加
算
額
が
プ
ラ
ス

さ
れ
ま
す
。

年金は世代と世代の助け合い引
き
続
き
次
回
で
は

O
萎
や
子
が
残
さ
れ
た
と
き
・
・
・
・
・
・
遺
族

基
礎
年
金

O
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年
金
の
加
入

者
に
は
上
乗
せ
の
年
金
を
支
給

O
国
民
年
金
だ
け
の
加
入
者
へ
の
独
自

給
付

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
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関
揖
券
発
世
間
中

司

d
Fロロ
h
u
l鴎
問
団
凶
窃

文

部

省

選

定

十
一
同
月
一
一
日
(
臼
)

一
部
:
・
午
前
十
時

ニ
部
・
:
午
後
一
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

(
大
ホ

i
ル
)

五
O
O円

(
当
百
七

O
O円
)

@
前
売
券
発
売
所

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

(
町
民
会
館
事
務
室
)

電
話
六
六
i
ニ
四
二
番

o
主
催
/
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

O
後
援
/
大
洗
町
教
脊
委
員
会

@ 

と

き

⑧
と
こ
ろ

@
前
売
券

も百

大
洗
町
営
公
園
墓
地
管
理
料
徴
収
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

標
記
の
件
に
つ
い
て
、
墓
地
使
用
者
調
査
済
の
方
に
つ
い
て
は
、
墓
地
管
理

科
徴
収
条
例
が
昭
和
白
年
4
月
1
a
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
条
例
に
基

づ
き
昭
和
臼
年
度
分
よ
り
(
一
年
間
に
つ
き
使
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り

糊
円
)
の
墓
地
管
理
科
を
徴
収
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
墓
地
使

用
者
が
制
判
明
さ
れ
な
い
で
現
在
識
変
中
の
方
は
調
査
済
し
だ
い
昭
和
白
年
度
分

よ
り
墓
地
管
理
料
を
徴
収
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

火
葬
業
務
山
停
止
の
お
知
ら
せ

標
記
の
件
に
つ
い
て
、
火
葬
炉
保
守
点
検
の
た
め
火
券
業
を
一
一
一
日
間
停
止
い

た
し
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
業
務
停
止
期
間

昭
和
白
年
日
月
幻
臼
(
土
)
i
昭
和
白
年
日
月
お
日
(
月
)
(
3
日
間
)

O
火
葬
を
実
施
す
る
場
合

常
陸
海
浜
広
域
斉
場
に
お
願
い
し
て
有
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
下
さ
い
。

O
申
し
込
み
場
所

常
陸
海
浜
広
域
斉
場
電
話
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1
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0
出
申
し
込
み
時
間

午
前
9
時
よ
り
午
後
4
時
ま
で
受
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

O
火
葬
料
金
大
人
:
・
4
万
円
小
人
:
・
日
万
円

O
待
合
室
料
金
二
時
間
・
:
8
子
円

第
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一
一
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浜
駅
舘
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走
大
会

昭和62年11月 1日

ロ
月

6
日
(
日
)

。
期

午
前
日
時
ス
タ

i
ト

(
那
珂
湊
魚
市
場
前
)

日

O
大
洗
町
内
通
過
予
定
時
刻

①

高

校

・

一

般

の

部

午

前

日

時

8
分
j
ロ
時
却
分

②

中

学

の

部

午

前

日

時

8
分
j

織

「由民ヂト写ゐ章」実施のお知らせ

月 問 'i色2hZ 場 日寺 間

大洗町農協前 午前 9:30~ 1l :30 
11月30B (注)尿検査(糖・蛋白・ j替五社)をします。

(月) 大賞集落センタ-Hi}(角 午後 1:30~ 3 :30 
(注)尿検査(糖・蛋白・潜血)をします。

大賞集会所前 午則 9:30~ 1l :30 
12月 1日 (注)尿検査(糖・蛋白・潜血)をします。

(火) 道祖神前(髭釜会館) 午後 1:30~ 3 :30 
(注)尿検盗(糖・蛋白・ i替盛1)をします。

12月 2日
堀割集会場前(永町) 午前 9:30~ 1l :30 
(注)尿検査(糖・蛋白・潜血)をします。

(水)
丸宗水産前(明神町) 午後 1:30~ 3 :30 

松ケ 丘住 宅集 会所 前( 祝町 ) 午前 9:30~ 1l :30 
12月 3日 (注)尿検査(糖・蛋白・潜血)をします。

(木) 東光台地区公民館目立 午後 1:30~ 3 :30 
(主主)尿検盗(糖・蛋白・潜血)をします。

大洗町保健センター前 午前 9:30~ 1l :30 
12月 4日 (注)尿検査(機・蛋白・潜血)をします。

(金) 大 洗町保 健セン

(注)尿検査(糖・蛋白・滋血)をします。

日
本
の
国
籍
の
取
得
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
に
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
父
母
の
一
方
が
日
本
人
で

あ
れ
ば
、
そ
の
聞
に
生
ま
れ
た
子
供
に
日
本
の
国
籍
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
の
関
連
で
次
に
該
当
す
る
方
に
も
法
務
大
臣
に
届
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
御
希
望
の

方
は
お
早
自
に
そ
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
生
ま
れ
た
と
き

l
昭
和
四
十
年
一
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一
二
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

。
父
母
と
の
関
係

l
外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
人
及
び
こ
の

届
出
に
よ
り
日
本
の
国
籍
を
取
得
し
た
者
の
子

。
届
出
の
で
き
る
期
間

1
昭
和
六
十
二
一
年
一
月
四
日
ま
で
(
な
お
十
二
月
二
十

九
日
か
ら
一
月
一
二
日
ま
で
は
休
日
に
な
り
ま
す
の
で
届
出
は
で
き
ま
せ
ん
)

。
届
出
を
す
る
人

1
国
籍
の
取
得
を
希
望
す
る
人
が
十
五
歳
未
満
の
場
合
は
法

定
代
理
人
で
あ
る
父
母
、
十
五
歳
以
上
の
場
合
に
は
本
人

。
属
出
を
す
る
と
こ
ろ

1
国
籍
取
得
を
希
望
す
る
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
下

記
の
法
務
局戸

い
圭
ロ

水
戸
地
方
法
務
局

一
戸
籍
課

電
話

@実施要項
*該当者は、町内に活住し、昭和62年 4月以後胸部のレントゲン検診を受け

ていない満18歳以上の者(ただし、学校に在学中及び職場で定期的に毎年

実施している者、結核患者、妊娠中の者は除く)です。

*考人保健法により満40歳以上の方は、血圧測定・尿検査(糖・蛋白・浴血)

を行ないます。

*理美容及び飲食等の方は年 21illですが、 1図は匝Tの検診を受けて下きい。

( 6月に受けた方は、 12月に受けて下きい。)

*健康手帳及び通知書を当日会場へお持ち下さい。

自
分
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作
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く
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集
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時
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で
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1
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民
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術
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運
営
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一
人
:
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O
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※
申
込
み
方
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・
・
・
叩
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日
日
附
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ら

日
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仰
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で
に
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育
委
員
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社

会
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係
(
引
は
山
1
2
4
1
1
)
あ

て
遂
営
費
を
添
、
え
て
申
込
み
く
だ
さ

開催国 開始時寺問 催 事 名 開催場所 {量 軍事 i今 全悦今ヨ「、

11月1日(日) 9 : 30 吟第13詠回大洗町詩圭芸術舞文化祭 ホール 火詠f先田I器術舞文化協表議会会主催による第13凶芸術文化祭
如j 発表会 日今 告自詩 の発

11月1日(日) 12: 30 第13回訴大洗町芸事嘩術文化祭 11 大言洗岳町古舞術文化協会議会王催による第13函 E 術文化祭
民 災 発表会 民民の発表

11月28(月) 10: 00 音第13聞大楽洗町芸発術文化表祭
会 11 大音楽洗町の三発三術表文会化協議会主催L よる第13姐虫術文化祭

11月38(火) 10: 30 第13聞本大洗舞町芸術文発化祭 11 大日本洗町舞主踊芸術の文発化表協会議会主催による第13回器術文化祭8 ;?js: ~ R曲 表会

11月 l日((臼)) 9 : 00 書第13聞大道洗面丁芸浸術文化覧祭 大会議室 大書道洗面のT5展芸術覧文会化協議会主催による第13図 E 術文化祭-3日火 会

11月7日(土) 18: 00 f命 理 議 J寅 ぷ3〉2Z、 11 倫理研究所主催による倫理講演会

11月8日(日) 9 : 00 発 表 ぷヱコ〉ミ、 中村ピアノ教2主主催によるピアノ発表会ピ ア ノ ホル

11月12日(木) 10: 00 小学生演劇鑑賞の集い 11 大象洗面T教育演劇委j鑑員賞会主催集による町内小学生低学年を対
にした のし、

11月13日(金) 10: 00 年 末 吉 君 主 主 説 明 会 大会議案 水戸税務署主催による年末調整説明会

11月158(日) 9 : 00 小学校バンドフェスティパル ホ )!.- 茨城県管楽器連合会主催による小学生のバンドフェ
ステイノ〈ノレ

11 月 18 日(( フ木k) ) 10: 00 第291ill関東地区連合会講習会 11 茨城県建設技術協会主催による関係者の講習会-19臼

11月21日(土) 9 : 00 大洗雨中学校校内音楽祭 11 大洗町rL南中学校主催による校内音楽祭

11月22日(日)
10: 00 

ファミリー映題劇場「次郎物語」 11 大「次洗郎文物化語セJン向タ上ー映主会催によるファミリ 映画劇場13: 00 

11月28日(土) 9 : 30 講県イチゴ生産者演経営研究会 会 11 茨城県イチゴ生産者経営研究会主催による講演会

大洗文化センター11月分行事予定表
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糖
尿
病
予
防
講
演
会
の
お
知
ら
せ

肥
満
の
方
、
運
動
不
足
の
方
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
方
、
食
生
活
に
問
題
の
多

い
方
等
日
常
生
活
の
中
で
糖
尿
病
が
心
配
と
お
考
え
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
度
、
大
洗
町
と
大
洗
ラ
イ
オ
ン
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ラ
ブ
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催
に
よ
り
「
糖
尿
病
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と
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己
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ト
ロ
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、
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せ
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す
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